




c 湧水の状況 

トンネル構造の【Ａ案】（既定都市計画案）の上部には「連光寺・若葉台里山保全地域」の

湿地が位置し、【Ｂ案】（南側変更案）は湿地から水平距離で約 40m 離れています(図 10.6-6

参照)。 

現地調査によると、湿地の南西に自噴井戸である共同井戸があり、共同井戸（標高A.P.139m、

井戸深さ 6.5m、地下水位標高 A.P.138.17m、(表 10.6-8 参照）からの地下水（流量：IF-2）

は雨水管を自然流下して湿地に常時流入（流量：IF-1）しています。また、湿地からの表面

流出は、OF-1、OF-2 の２箇所です。湿地へ流入・流出する水路において実施した流量の測定

結果は、表 10.6-4 に示すとおりです。 

流入量の平均値は 63.73m3/日、流出量の合計の平均値は 130.49m3/日であり、２月を除き流

入量より流出量が多く、流路(IF-1)以外からも一定量の湧水が湿地に流入しており、湿地の

維持に寄与していることが分かります。 

湿地への表面流入として、湿地周辺において、湧水が５箇所確認され、多雨期には数箇所

増加しました(図 10.6-6 参照)。 

なお、共同井戸や湿地周辺の湧水は、集水域に降った雨が浅い地層（盛土・埋土層（B）、

沖積層（Ac）、新期ローム層（Lm））に浸透し、その下位に分布する難透水性の古期ローム層

（Tc）の上に集積流下した地下水が湧出しているものと考えられます。 

表 10.6-4 流量の測定結果  

単位：m3/日（雨量除く） 

年月 

流入量 流出量 湿地からの

流出量 

－ 

湿地への

流入量 

雨量 

(mm/月) 
共同井戸

からの 

流入量 

湿地への

流入量 
湿地からの流出量 

湿地から

の流出量

の合計 

IF-2 IF-1 OF-1 OF-2 OF OF － IF-1 Ｒ 

平成 28 年

３月 － 49.36 68.59 25.48 94.07 44.71 74.0

４月 41.55 48.35 56.55 25.46 82.02 33.67 109.0

５月 29.13 37.31 77.22 22.26 99.48 62.16 94.5

６月 34.93 45.06 73.34 28.05 101.39 56.33 130.5

７月 38.33 54.79 69.83 38.25 108.07 53.28 147.5

８月 78.79 106.66 147.06 111.35 258.40 151.74 413.0

９月 130.60 154.78 271.91 147.79 419.70 264.92 324.5

10 月 33.03 76.13 66.57 51.90 118.47 42.34 55.0

11 月 38.54 54.75 60.43 25.84 86.27 31.52 123.0

12 月 40.64 67.97 80.29 27.78 108.08 40.11 75.0

平成 29 年
１月 33.99 38.37 46.08 15.44 61.51 23.14 22.5

２月 26.43 31.20 21.60 6.86 28.45 -2.75 10.5

平 均 47.84 63.73 86.62 43.87 130.49 66.76 131.6

年間合計(m3/年) 15,980.19 23,260.38 31,617.22 16,012.36 47,629.58 24,369.19 1,579.0

注) IF-2 は４月から測定開始、年間合計は 11 ヶ月分の合計値です。
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